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会  議  録 

会 議 名 第３５期小金井市公民館運営審議会第６回審議会 

事 務 局 公民館 

開 催 日 時 令和２年６月１８日（木）午前１０時００分から午前１１時３８分 

開 催 場 所 小金井市役所第二庁舎８階８０１会議室 

出 席 委 員 

國分委員長 渡邉副委員長 菅沼委員 雨宮委員 杉山委員 

畠山委員 増山委員 嵯峨山委員  

欠 席 委 員 浅野委員、新井委員 

事 務 局 員 小野公民館長 大久保事業係長 中川庶務係長 

貫井北・東分館

事業運営受託者 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、出席せず 

傍 聴 の 可 否  可 傍 聴 者 数   ２名 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 

 

会 議 次 第 

１ 報告事項 

 ⑴ 職員の異動について 

 ⑵ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の取組について 

 ⑶ 都公連委員部会運営委員会について 

 ⑷ 令和２年度公民館歳出予算について 

 ⑸ 公民館事業の報告について 

 ⑹ 小金井市公民館条例施行規則（緑分館宿泊部分）の改正につ

いて 

 ⑺ 新庁舎・（仮称）新福祉会館建設基本設計（案）に対する意見

及び検討結果について 

２ 協議事項 

 ⑴ 小金井市公民館中長期計画について 

３ 審議事項 

 ⑴ 公民館事業の計画について 

４ その他について 

 

配付資料 

 送付資料 

 ⑴ 第５回公民館運営審議会会議録 

 ⑵ 都公連委員部会運営委員会について 

 ⑶ 公民館事業の報告 

 ⑷ 公民館事業の計画 
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 ⑸ 「安心安全な公民館の利用のために！」 

 ⑹ 令和２年度公民館歳出予算 

 ⑺ 公民館施設使用料の有料化（第２回）について（菅沼委員作成） 

 ⑻ 公民館費用（施設使用料）の受益者負担の検討について 

 ⑼ 月刊こうみんかん No.５０３、５０４、５０５、５０６ 

 ⑽ きたまち空間 第５６号 

 ⑾ ひがしちょう空間 第４２号 

 ⑿ 図書館だより 第５６号 

 

 当日配付資料 

 ⑴ 新型コロナウイルス感染拡大防止のための計画変更について 

 ⑵ 小金井市公民館条例施行規則の一部を改正する規則（新旧対

照表） 

 ⑶ 新庁舎（仮称）新福祉会館基本設計（案）パブリックコメン

トの公民館部分について 

 ⑷ ＫＩＴＡＭＡＣＨＩユース 第５０号 

 ⑸ とうきょうの地域教育 No.１３９ 

 ⑹ かたらい 第５１号 

 ⑺ みんなの幸せをもとめて 

 ⑻ コロナウイルスの対策の経過について 
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会  議  結  果 

國 分 委 員 長  それでは、第６回公民館運営審議会を始めたいと思います。よろしく

お願いします。 

小野公民館長  おはようございます。館長でございます。最初に、４月１日付けで

人事異動がございましたので、この時期になりましたけれども、ご報

告をさせていただきます。 

 まず、館長の人事異動についてでございますけれども、林が福祉保

健部福祉会館等担当課長に転任となりまして、後任は、私、環境部ご

み対策課から異動してまいりました小野になります。よろしくお願い

いたします。 

 職員の人事異動についても併せて御報告をさせていただきます。ま

ず、緑分館長岡本がまちづくり推進課に異動となりまして、後任には

本館から小磯を配置してございます。本館の小磯の後任には、下水道課

から落合を配置いたしました。また、本館では、事業係主任の倉澤が議

会事務局へ異動となりまして、後任には緑分館より山本を配置をさせて

いただいたところでございます。緑分館では、貫井南分館から高橋を、

また再任用職員の山﨑を配置させていただきました。最後に、貫井南分

館では、市民税課より山﨑を配置したところでございます。 

 新しい体制になります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、初めに、会議録の承認に関しまして、第５回審議会会議録

を委員の皆様には既にお配りをさせていただいてございまして、修正を

させていただいたものでございますが、こちらに関しまして承認という

ことでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

小野公民館長  ありがとうございます。 

 それでは、次に、本日、お配りをしてあります資料について、庶務係

長から御説明をさせていただきます。 

中川庶務係長  庶務係長です。よろしくお願いいたします。久しぶりに皆様の顔が見

られてうれしいです。 

 ３月はもともと休みの予定だったんですけれども、４月、５月が空き

ましたので、お配りしている資料が多くなっております。一つずつ確認

させていただきます。 

 まず、本日の次第、送付資料（１）がただいま御承認いただきました

第５回審議会会議録。送付資料（２）が菅沼委員作成の都公連関係資料

になります。送付資料（３）が公民館事業の報告になります。送付資料

（４）が公民館事業の計画になります。送付資料（５）が「安心安全な

公民館利用のために！利用者の皆様へ」Ａ４版１枚の資料になります。

送付資料（６）が令和２年度公民館歳出予算になります。送付資料（７）

が、菅沼委員作成の公民館施設使用料有料化（第２回）についてになり

ます。送付資料（８）が公民館作成の公民館費用（施設使用料）の受益

者負担の検討についてになります。それから、「月刊こうみんかん」を

３か月分お届けしております。それから、「ひがしちょう空間」No.４２
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と「きたまち空間」をお届けしております。それから最後に「図書館だ

より」がついていたかと思います。 

 本日、机上にお配りしたものといたしまして、当日配付資料（１）が、

新型コロナウイルス感染拡大防止のための計画変更についての資料に

なります。当日配付資料（２）が、小金井市公民館条例施行規則の一部

を改正する規則（新旧対照表）になります。当日配付資料（３）が、新

庁舎・（仮称）新福祉会館基本設計（案）パブリックコメントの公民館

部分についてになります。それから「ＫＩＴＡＭＡＣＨＩユース Vol.５

０」、「とうきょうの地域教育」No.１３９、「かたらい」５１号、「み

んなの幸せをもとめて」東京都教育委員会の冊子になります。それから、

大久保から配らせていただきました追加の資料です。コロナウイルスの

対策の経過についての資料になります。 

 お手元に資料が足りない方、いらっしゃいますでしょうか。 

 

１ 報告事項 

 （１）新型コロナウイルス感染症拡大防止の取組について 

國 分 委 員 長  次、報告事項のうちのコロナウイルス対策でいいんですかね。これに

ついて、説明お願いできるんですか。 

大久保事業係長  事業係長です。お手元に、本日、配らせていただきました「公民館の

新型コロナウイルス対策の経過」、手書きで書かせていただいて大変申

し訳ないですが、こちらを御覧いただきたいと思います。 

 ２月２１日以降本日まで、公民館で取った対策について一覧表にまと

めたものでございます。令和元年度中に実施予定であった公民館主催講

座、全て中止ということが２月２１日に決定され、以降、緊急事態宣言

が発令され、公民館の臨時休館。それから緊急事態宣言の解除に伴いま

して、６月３日、６９日ぶりに公民館を再開。それからロードマップが

ステップ３に移行したことに伴いまして、６月１７日付けでステップ３

に合わせた利用制限の一部緩和を行ったということをまとめてございま

す。 

 併せて御覧いただきたいのが、先ほど御説明させていただきました送

付資料（５）、それから本日お配りしている当日配付資料（１）におき

まして、令和元年度中に中止した事業、講座の変更内容、それから令和

２年度４、５、６月の計画変更内容をまとめてございます。 

 送付資料（５）の「安心安全な公民館事業のために！利用者の皆様へ」、

こちらでございますが、裏は６月５日付で公民館長名での「公民館再開

のお知らせ」を利用団体様に送付した文書でございます。６月３日の公

民館の再開に合わせて、このようなお知らせを発出いたしました。なお、

この利用者の皆様へのお願い、利用制限につきましては、ステップ２に

基づく利用制限でございまして、現在のものが、今日お配りした「公民

館のコロナウイルス対策の経過」、これの裏面にございます令和２年６

月１２日付の利用者の皆様へ、これが最新版ということになってござい

ます。 
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 公民館としても、利用団体さんに対しては、創意工夫の上、新しい公

民館、新しい日常を共につくっていこうということで、利用団体さんに

お願いするからには職員のほうもコロナ対策、感染防止策、万全にとっ

た上で業務に邁進したいと思っておりますので、引き続きよろしくお願

いしたいと思います。 

 以上です。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。御質問ありますか。 

菅 沼 委 員   事前に配られた６月５日の資料と、今日配られた利用者の皆さんの内

容が若干違うんで確認をしたいんですが、６月５日に出された資料の中

では、開館時間が午前９時から午後５時までになっていますが、今回のは

それが抜けています。２２時までできると見ていいんですね。 

 それから、もう一つは、前回のときには、利用者は定員の２分の１とい

うことがはっきりと言われておりました。今回の通知では、利用者人数は

暫定定員以内としてくださいと書いてありますが、この定員の２分の１

というのと、この利用人数は暫定定員以内にしてくださいというのとは

どういうふうに違うのか、その辺を説明していただきたい。以上の２点で

す。 

大久保事業係長  事業係長です。分かりづらい資料で申し訳ございません。まず、６月

５日に出しました「利用者の皆様へ」につきましては、ステップ２に合

わせて、公民館の開館時間を午前９時から午後５時までということで開

館いたしました。その後、ステップ３に移行したことに伴いまして、公

民館の開館時間、午前９時から午後１０時までとしてございます。その

辺の記載が「利用者の皆様へ」でちょっと抜けていますので、ホームペ

ージのほうではお知らせをしているんですが、それも分かるように改め

たいと思います。 

 それから、定員につきましては、表現が若干違っているんですが、「各

部屋２分の１以下」、これは「暫定定員２分の１以下」、同じ意味でござ

いまして、ステップ２の状況からステップ３に緩和はされております

が、公民館各部屋の利用制限は２分の１のまま変更はありません。 

菅 沼 委 員   今回は分かりにくいんで、前回は、利用人数は定員の２分の１とはっ

きり書いてあるわけだよね。暫定定員って何だというのがよく分からな

いね。 

國 分 委 員 長  少し緩和するという意味でしょうか。 

菅 沼 委 員   前回みたいな書き方のほうがよかったんじゃないかな。利用者が見た

ときに分からないと、そういうふうな意見です。その辺は必要であれば直

してください。 

 開館時間２２時については書いていないけど、市のホームページでは

そうなっていますから、それを見れば２２時というのが分かるんで、基本

的には前と同じになったという理解でよろしいですね。 

 それと、内容の確認はそれでいいんですが、定員の２分の１以下でこれ

からもいくということになると、非常に活動が狭められるということで、

定員が６０人の市民アカデミーみたいな講座は、今後、どうするのかとい
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う問題が出てくると思うんです。定員を減らすだけでは能がないと思う

んです。例えば、今、言われているＷｅｂを使ったテレビ会議だとか、そ

ういうデジタル的な機器も使って、在宅でも講義が見られるとか、あるい

はその内容をテープにもらうとか、そういうような工夫をして、学習の意

欲がある人を公民館で制限するということは避けるような対策をいろい

ろこれから講じてほしいと思います。それが要望でございます。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。補足はありますか。 

大久保事業係長  事業係長です。利用者の皆様には、もうちょっと分かりやすいように

変更したいと思います。 

菅 沼 委 員   そうですね、ちょっと分かりにくい。 

國 分 委 員 長  Ｗｅｂの話が出ましたけれども、Ｗｅｂで講義を聞いてもらう仕組み

はすぐできる感じですか。 

大久保事業係長  事業係長です。実はこの話、市民の方からもそういうことはできない

のというような御意見いただいているんですが、情報システム課、ＩＴ

担当の部署のほうでは、ちょっと現状では難しい。あとは、講師の方の

著作権といいますか、話した内容がそのまま大多数の方が見ていいもの

かどうなのか、その辺の縛りもクリアしなければならないのかなという

ふうには考えております。 

國 分 委 員 長  一応、検討は始まっているんですね。 

菅 沼 委 員   別に、今日結論を出せというんじゃなくて、そういうことも検討して、

できるだけ学習の機会を失わないような工夫を公民館でも考えてくださ

いと。ただ、コロナ対策だから定員を切って、もうそれをやめましたとい

うだけじゃなくて、そういうことをさらにカバーする新しい行動指針と

いうのかな、コロナ時代の公民館の方針をつくっていかなきゃいかんじ

ゃないですかと、その辺をよく考えてくださいという要望です。今日、結

論を出せとは言っていません。 

國 分 委 員 長  今日はいいにしても、これをきっかけにって、何かしていかなくちゃ

いけないというところは御認識ありますよね。 

小野公民館長  そうですね、新しい使い方という形になると思いますので、今いただ

いた御意見も含めて検討させていただきます。 

國 分 委 員 長  そのほかに御質問ありますか。 

渡邉副委員長  「入館前に検温をお願いします。」とありますが、非接触体温計の設置

は終わっているんでしょうか。また、検温は係員の人がやるのか、それ

とも自分でやるんでしょうか。 
小野公民館長  基本的に、御自宅から公民館に来られる前に熱を測ってきてください

という言い方になりますけども、熱を測ってくるのを忘れたという方の

ために、全館に非接触型の体温計は設置いたしました。検温は職員がさ

せていただきます。 

渡邉副委員長  検温したかどうかは自己申告ということですか？ 

小野公民館長  そうですね、基本的には、建物に入ってくるときには、体温を測って

いて、体調も不調ではないという形で入ってきていただくということが

第一義になると思いますので、そちらはそれぞれ御利用いただく団体の
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方々の責任といいますか、利用者の方にも一定の責任を持ってお越しく

ださいということでお願いをさせていただいております。 

國 分 委 員 長  分かりました。よろしいですか。 

 

 （３）都公連委員部会運営委員会について 

國 分 委 員 長  都公連運営委員会について、菅沼さんから。 

菅 沼 委 員   送付資料（２）にいろいろ書いてありますが、簡単に言います。都公

連運営委員会は各市から公運審委員が１名ずつ出てやっている会議で

す。これまでに３月３日、４月２２日、５月２７日の計３回あったんで

すが、いずれも中止になり、書面で承認となりました。 

 ３月３日には、２月にあった都公連関係の報告資料の承認等がありま

した。それから、４月２２日のところに、部会長と副部会長と書いてい

ます。これは輪番制でして、今年度は部会長は小平市、副部会長は日野

市です。昨年度は私が部会長をやっておりましたが、これはなくなりま

したんで一委員になります。 

 それから、次ページ冒頭の役員会は昨日通常どおりの形でやりまし

て、資料は作っていませんが、基本的には各市の新型コロナウイルス感

染防止対策がどんなものか報告がありました。大体、６月上旬より開

館、定員２分の１、部屋の換気、事前の体温測定、手洗い、ここのとこ

ろは共通です。福生市だけ９月まで公民館は閉じるようです。それ以外

の市では大体６月上旬に開館になりました。 

 あとは来年２月の研究大会をどうするかとか、第１回研修会をどうす

るかというような話がありました。これは、後ほど報告をいたします。 

 委員部会の会長をやっていたので、都公連役員会には３月、４月、総

会まで参加しました。令和２年度定期総会は４月２２日にやる予定でし

たが、書面による承認で役員会は終わりました。これをもって私は役員

会の役員ではなくなりました。 

 それから、都公連企画委員会、これは来年１月に行われます第５７回

東京都の研究大会の準備会ですが、６月１０日にありました。これにつ

いては大久保さん、中川さん、伊藤さんが出席されています。 

 参考資料を見ていただければ分かるんですが、令和２年度、小金井市

は、来年１月に行われます研究大会第２課題別集会、それから委員部会

が第４集会をやると、こんなことで、今後、関わっていきます。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。御質問ありますか。 

 

 （４）令和２年度公民館歳出予算について 

國 分 委 員 長  ４番の令和２年度公民館歳出予算について。 

中川庶務係長  庶務係長です。それでは、送付資料（６）を御覧ください。毎年年度

当初に御説明さしあげている資料になります。令和２年度公民館の歳出

予算と、昨年度との比較と、主な増減理由をまとめた表になります。 

 上の表頭を見ていただきたいんですけれども、「Ａ０２年度当初予算

額」と書かれているところが、令和２年度今年度公民館の予算になりま
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す。その隣の構成費は令和２年度の当初予算額の構成費になります。右

隣の３１年度当初予算額等増減額については、昨年の予算額と、最後の

増減額は令和２年度と昨年の平成３１年度、令和元年度の予算を比較し

たときの増減について示しております。三角がついているところが、昨

年度から比べてマイナスになっているところになります。 

 最初に、合計のところを見ていただきたいんですけれども、増減額が

マイナス３３７千円となっております。一番大きな増減が出ているとこ

ろが、公民館維持管理に要する経費のところです。公民館維持管理に要

する経費には、工事や修繕を行ったりする予算が含まれていて、昨年度

は貫井南分館で少し大きめの工事をいたしました。それが終了しました

ので、今年度はその予算がついておらず、昨年度比較で見るとマイナス

が生じているということになります。 

 その他は、青少年事業に要する経費と青年教育事業に要する経費で、

昨年度から見てマイナスが生じております。青年教育事業に要する経費

のマイナスにつきましては、生活日本語教室、これは緑分館で行ってい

る事業ですが、生活日本語教室で、バスを借り上げて野外研修に行って

いたんですけれども、野外研修よりもふだんの活動のほうに力を入れた

いという意向がありまして、バス研修はやめて、その分、講師料に振り

替えようということで組替えを行いました。ただ、バス旅行の料金は高

かったので、講習料は増やしたんですけれども、結果として昨年度比マ

イナスになっております。 

 それから、成人教育事業に要する経費のところにつきましては、企画

実行委員さんの調査のために出かける実踏についてマイナスが出てお

ります。ほかは昨年度と比べて同じか、あるいは増になっています。 

 ちなみに、構成費で見ていただきますと、一番大きいのはその他公民

館事業に要する経費のところでして、ここだけで公民館の歳出予算の約

６０％になっております。ここには、貫井北・東のセンターの運営委託

料が入っておりまして、大きい割合となっております。ここにつきまし

ては、昨年度より少し予算が少しついたということになっております。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。 

菅 沼 委 員   １点だけ。市民が作る自主講座が一般部門で３２万円、それから男女

共同で３２万円の予算がありますが、それはこの３番から８番のうちの

どこへ入っているんですか。ちゃんと入れてあるんですね。 

中川庶務係長  はい。全て入っております。 

菅 沼 委 員   その予算は一個一個で、どこか、この３から８へ適当に入れていくわ

けですか。 

大久保事業係長  事業係長です。先ほどの御質問にございました市民が作る自主講座、

＜一般部門＞につきましては「成人教育事業に要する経費」、こちらに含

まれてございます。＜男女共同参画部門＞につきましては、５番の「男

女共同参画に要する経費」、こちらにそれぞれ講師謝礼と保育の謝礼が

計上されてございます。 

菅 沼 委 員   そうすると、男女共同参画に要する経費なんていうのは、自主講座の
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３２万円が入っているということは、公民館事業としては１２万円しか

使わないということは、あまり積極的にやっていないということだな、裏

を返すと。ちょっと寂しいね。そんな見方ができるかなというのが１点

と。 

 もう一つは、保育士の話が出ていますが、保育士の予算をきちんと入れ

ていくというのは非常によく、この二、三年前からやってきちんと入れて

ありがたいと思っています。それから、もう一つは、前に手話通訳の要望

があったんです。その予算は、どこから出るんですか。頭から入れておか

なくてもいいですか。 

中川庶務係長  庶務係長です。手話通訳のお金は、幸いなことにまたつけていただく

ことができまして成人教育事業の中に含まれております。 
菅 沼 委 員   入っているわけね。 

中川庶務係長  はい。 

菅 沼 委 員   保育士の費用も手話通訳の費用も入っていますと、そういうことでい

いですね。 

中川庶務係長  はい。 
國 分 委 員 長  あと、ありますか。では、予算について終わります。 

 

 （５）公民館事業の報告について。 

國 分 委 員 長  ５番の公民館事業の報告について。 

大久保事業係長  事業係長です。それでは、お手元の送付資料（３）を御覧ください。

公民館事業の報告について御説明させていただきます。前回の会議以降、

各館で実施、終了した事業をまとめたものでございます。 
 今回、本館４件、貫井南分館３件、東分館４件、緑分館５件、貫井北

分館１４件、以上、全５館から３０事業を実施いたしました。詳細につ

きましては、１ページから３３ページまでを御覧ください。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。内容について質問、感想ありますか。 

菅 沼 委 員   菅沼です。１点だけすみません。本当はいろいろあるんだけど、１点

だけに絞って。８ページです。「江戸野菜に親しもう」というのが貫井南

でやられていまして、これはもう平成１５年ぐらいからやっているので、

非常に長年の講座なんです。それで、これの一番下に、「来年度で講座が

終了してしまうのはとても残念です。ぜひ続けてください。」と、こう書

いてあるんですが、何でやめるのかというのを南分館長の松本さんに聞

いてみました。理由は分かったんですけども、やっぱり江戸野菜という

のは小金井の財産だと私は思うんです。そういうものを自分たちで育て

て、育ったらそれを料理して、自分たちで講座でやってみるとか、そうい

うような広がりのあるせっかくのテーマが、私もこれをやめるというの

は残念だなと思っております。理由は理由であるんで、館長というか分

館長の意思に従いますが、こういう講座はできるだけ大切にしてもらう

とありがたいなという感想でございます。 

國 分 委 員 長  その理由というのは。 

菅 沼 委 員   １つは参加人数が減ってきたというんだけど、それが１点と、それか
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らマンネリ化してきたというのもある。私は別の理由を推測しているん

だけども、それをここで言うとちょっと悪いからやめておくけども。基

本的には、そういうような理由を言っていました。それと、結構パワーが

かかりますんで、これは毎週でしょう。毎週、係員がくっついていかなき

ゃいかんわけで。本館では菜園教室とか、緑では共働夢農園ってやって

いるんですね。それとこの講座の３つが農園作業なんです。この１つを

やめるということと、参加者が残念だなと言っているので、どんなもん

かなということをちょっと気にしました。結論的には分館長の意思に従

いますけれども、せっかくのものがもったいないかな。 

國 分 委 員 長  また要望が出てくる。 

菅 沼 委 員   私の感想です。こうしろということは言いませんが、感想として残念

だなというふうに思っています。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます、御指摘いただきました。 

大久保事業係長  事業係長です。今の御意見を受けまして、私のほうからも御説明をさ

せていただきたいと思うんですが、今、菅沼委員、おっしゃったとおり、

ほぼ御説明していただいたんですが、公民館では、本館で菜園教室、貫

井南で江戸野菜に親しもう、緑分館で共働夢農園の３つの農園の事業を

行っております。江戸野菜は平成１６年にスタートしておりますのでも

う１５年以上、緑の共働夢農園も平成１３年にスタートして１８年にな

る事業でございます。メンバーが固定しているというお話もございまし

た。また、新しい参加者が入ってこないということで、ここに「終了」

というふうに感想で書かれているんですが、これは貫井南の江戸野菜と

緑の共働夢農園を統合して新しい事業として展開させましょうという、

そういう計画で進めているんです。なので、ここに書かれている「終了」

というのとはちょっと表現が違うかなということが１つございます。 
 あと、江戸野菜は、確かに小金井の農家さんも頑張って一生懸命栽培

されておりますが、市では農業振興を経済課のほうで行っておりまして、

市民農園、市内に４か所、高齢者農園も２か所、体験型市民農園という

のも市内に２か所、農業振興施策として行っております。行政として同

じようなことをいろいろなところで、公民館でやっているのと経済課で

やっているのと同じようなことを、どっちがどうという話になったとき

に、やっぱり行政としては、経済課と公民館でやっているのはここが違

うんだよというのを示せるようにしたいと思っていますので、成人学校

枠で、今回、江戸野菜と共働夢農園、統合しようという話が出ています

が、ほかの事業も一定見直して新しい事業に展開させていきましょうと

いう動きがありますので、それを含めて御説明をさせていただきたいと

思います。 
 もし可能であれば、ここに書かれている参加者の感想なんですけど、

「終了」という言葉があまり適切ではないというふうに考えております。

可能であれば、ここ、差し替えをさせていただきたいと思うんですがい

かがでしょうか。 
國 分 委 員 長  何か公民館、事業計画が全く考えられていないみたいな印象ですよ
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ね、そうしたら。 

大久保事業係長  付け加えて言いますと、農園に参加されている方はあくまでも年間で

入れ替わっていくのが望ましい、１回参加したら半永久的に参加できる

ものではございませんので、本来であれば、今の段階からもうあと何年

で終わりますよというのは、公民館として特段言う必要はないとは思う

んですが、その辺は丁寧に進めていきましょうねということで、今、参

加している方には、あと何年で終了しますよという説明はさせていただ

いていることがちょっと違った捉え方をされちゃったのかなというふう

に感じております。 

菅 沼 委 員   今、大久保さんが言われているようなことを、こういう資料を見て何

か質問がありますかじゃなくて、こんなことを考えていますということ

を、事務局からみんなに紹介してほしいです。ただ、こんな紙をペラッと

つけてあって何か質問ありますかじゃ、何も担当者の考えが分からない。

担当者としてどういうことを考えて、こういうことをやっていく、こう

いう事業はこういうふうにしていきますよと、そういう説明をしてくれ

れば我々もいろいろ意見が出せるけれども、ちょっとお粗末だよな、は

っきり言えば。考えていることは非常にいいことを考えているんだから、

そういうことをここで披露して欲しいです。よろしくお願いします。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。いろいろ分かったことがあったと思います。 

公民館事業の報告に補足して、やっぱり考え方とかを、今、言われたよ

うに付け加えていただくと、私たちも分かりやすい。 

嵯 峨 山 委 員  感想です。嵯峨山です。１４ページの「ひがし子ども囲碁教室」なん

ですけども、この１０年でプロが出てきたということは、非常に喜ばし

いことじゃないかなというふうに思います。これは地域としては、子供

たちが学校とか家庭以外の地域の大人から学んで、社会のルール、マナ

ー、そういうものを学べるところだと思うんですよね。参加人数も非常

に多くて、口コミで増加もしていますし、また子供を連れてきたお父さ

んが囲碁に興味を持って、この指導に当たっている「うろの会」に入会

するという相乗効果がある。やっぱりこれは公民館の本当の姿じゃない

かなというふうに思っております。なかなかいい講座なんで、ぜひこれ

をもっともっと広めてほしいなというふうに考えています。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。いや、本当に頑張っておられるのは分かりま

す、東とか。ほかに何かありますか。増山さん。 

増 山 委 員   増山です。私も、１点、気になった部分があったので質問させてくだ

さい。１８ページの「生活日本語教室のボランティアスタッフ養成講座」

についてなんですけれど、こちらは今後の見直しが検討されている旨が

一番下の部分に書いてありまして、この点が、内容としては非常に有意

義な内容なのではないかと思うんですけれど、事業の廃止を検討されて

いるということだったので、ちょっと状況がどういう形なのか伺えれば

と。お願いします。 

大久保事業係長  事業係長です。こちらの生活日本語教室ボランティアスタッフ養成講

座は、生活日本語教室を支えてくださっているボランティアスタッフさ
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ん向けの講座として実施していたものでございます。なので、内容とし

ては非常にクローズドな講座だったんですけれども、今後は誰でも参加

できるような講座にしていきましょうねという見直しを行っているとこ

ろですね。以上です。 

増 山 委 員   こういった講座がなくなってしまうという意味合いではなくて、より

広くというような、先ほどあったように新しい形を模索されているとい

うようなことで理解してよろしい。 

大久保事業係長  そうです。 

増 山 委 員   ありがとうございます。すみません。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。あと何かお気づきのところはありますか。 

雨 宮 委 員  ちょっといいですか。貫井北分館長さんが来たらお聞きしようと思っ

たんですが、今日みえていないみたいなんですけど、もしお分りでし

たら教えていただければ。２１ページの「スポーツ吹き矢」のことなん

ですけど、この吹き矢は何年ぐらい続けているんですか。あと、もう

１点なんですけれども、受講者２３名ですけど、継続してやっている

方は何人ぐらいか、それと障害者の方は扱っているのかどうか、そう

いうのをちょっとお聞きしたかったんですけど、もしお分かりでした

ら。 

大久保事業係長  事業係長です。私もそこまで詳細に把握しておりませんので、お調べ

してメールで回答してよろしいですか。 

中川庶務係長  お電話がいいですかね。 

雨 宮 委 員  分館長さんがみえたとき、またお聞きしますけど。 

大久保事業係長  いずれにしても、お調べしてお答えできるようにしておきますので、

申し訳ございません。 

國 分 委 員 長  会議の仕組みが密を避けているので分館長は来られないんですよね。 

雨 宮 委 員  誰が。 

國 分 委 員 長  各館長は来ないことになって。 

雨 宮 委 員  わかりました。ありがとうございました。 

國 分 委 員 長  この講座は雨宮さんとは関係ないところなんですか。 

雨 宮 委 員  前は一緒にやったこともあります。障害者を扱っているかどうかとい

う、詳しいことは聞いていないんで。 

國 分 委 員 長  後で調べていただいて。ありがとうございました。いろいろありまし

たけれど、一旦質問とか終わりまして、次の議題をお願いします。 

 

 （６）小金井市公民館条例施行規則（緑分館宿泊部分）の改正について 

國 分 委 員 長  小金井市公民館条例施行規則（緑分館宿泊部分）の改正については。 

大久保事業係長  事業係長です。それでは、当日配付資料（２）です。Ａ４の横でおつ

けしたものを御覧ください。 
 先般の公運審で御指摘をいただきました、公民館緑分館の宿泊に伴う

年齢制限の撤廃を行い、小金井市公民館条例施行規則の一部を改正いた

しました。右側が改正前のもの、左側が改正後の条文になってございま

す。具体的には第４条の３、次に掲げる団体等は宿泊施設を使用するこ
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とができます。この場合において、第１号に規定する団体は、社会教育

に関する研修または講習会等の活動を行う場合に限り使用することがで

きます。（１）といたしまして、次に掲げる条件を全て満たす団体という

ことで、改正前は「１８歳以下の者で構成する５人以上の団体」という

年齢の制限がございました。今回、改正をいたしまして、この「１８歳

以下の者」という年齢制限を撤廃してございます。左側の部分です。「宿

泊する者の４分の３以上が小金井市民であり、かつ５人以上の団体」と

いうことで改正をしてございます。 
 それから、保護者の部分でございますが、改正前は、「前号に規定する

団体に所属する者の保護者（２０歳以上の者に限る）」という条件がござ

いましたが、改正後は、「前号の団体等に１８歳未満の者がいる場合は、

その保護者等が同行しなければならない」に改正してございます。 
 結果として、１８歳を超える方であっても、５人以上の団体であれば

宿泊はできますよというように改正しておりますので、御報告させてい

ただきます。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。この間の課題、早速に改正していただいてあ

りがとうございます。 

 緑分館については、この間もお願いしたのが、「月刊こうみんかん」

で宿泊研修ができる公民館という紹介をしていただいているんですけ

ど、残念ながら、これ、タイミング的に自治会に配布されていない状態

なんですよね、全体には。だから、また別の機会で何か御紹介いただく

というような形になります。でも、早速やっていただいてありがとうご

ざいました。 

大久保事業係長  １点、すみません、補足です。現状、コロナ対策で宿泊はできなくな

っておりますので、ルール上は年齢制限撤廃しているんですが、こうい

った状況でございまして、宿泊のほうはできません。 
國 分 委 員 長  見通しはまだ。またそのときですね。 

大久保事業係長  そうですね。タイミングとしてはそのときのほうがいいのかなという

ふうには思います。 
國 分 委 員 長  早い対応でありがとうございます。 

 
 （７）新庁舎・（仮称）新福祉会館建設基本設計（案）に対する意見及び検討結果につ

いて 
國 分 委 員 長  ７番に移ってよろしいですか。新庁舎・仮称の新福祉会館建設基本設

計案に対する意見及び検討結果についてというのは。 

中川庶務係長  庶務係長です。当日配付資料（３）を御覧いただけますでしょうか。

公民館が管轄する部分から離れるんですけれども、昨年のコロナの話が

大きくなるちょっと前、新庁舎・（仮称）新福祉会館建設基本設計に係

る市民説明会が開かれまして、御出席いただいた委員の方も複数いらっ

しゃると思います。その後、基本設計案がパブリックコメントにかかり

まして、回答がこのたび発表されております。全体ですとこのくらいの

太さ分の意見が集まりまして、ここに書かせていただいたとおり、全体
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では３９５件の意見をお寄せいただいたそうなんですが、その中で、公

民館に関する部分の質問と、それに対する回答を抜粋したものが今回の

資料になります。 

 こちらについては目を通しておいていただけたらと思いますが、公民

館は今後どうなりますかという質問に対して、回答しているのは企画政

策課なんですけれども、公民館運営審議会での検討を待っていますとい

う回答だったなという結果でございます。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。 

畠 山 委 員  よろしいですか。公民館に関する質問って、８３番、９０番、１１ 
１番、これを見れば分かるの？ 

中川庶務係長  そうですね。この番号は、１番から３９５番まで、企画政策課で振っ

ていったもので、その中で公民館が含まれるものを抜粋したものになり

ます。 

畠 山 委 員  抜粋したんだね。 

菅 沼 委 員   この中の質問の幾つかは私が出した意見なんですが、基本的には、私

はこういうパブリックコメントというのは、市の考え方、例えば企画政

策課がどう考えているかをきちんと聞きたかったんですね。で、こうい

う質問を幾つかしたんですが、基本的に返ってきたのは、全部、所属でや

りなさいと。公運審で、今、計画やっているからそれでやりなさいと。あ

まりにも市としての考え方、方針、そういうものが示されないなという

ことで。毎回ですけど、パブリックコメントというのは、結局、やりまし

たということで終わっちゃうなというのが、私がこの回答を見た感想で

す。何で所属だけでやれやれと言っているんだろう。もっと早く、もっと

市として全体のビジョンがあって、その中で所属がいろいろ検討するの

は当たり前なんだけど、そのビジョンを出さないで、その部で検討、検討

って言っているんで、パブリックコメントというのは意味がないという

のが私の感想です。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。参加されていろいろ御質問を。でも、むしろ

やりやすいんじゃないですか。 

菅 沼 委 員   やりやすい？ 

國 分 委 員 長  どういうふうに捉えておられるんですか、企画財政課との関係とか。 

小野公民館長  そうですね、今、ちょうど中長期計画を策定している段階の中で、中

長期計画に基づいて我々が新しい庁舎にどのように関わっていくかと

いうところになるかと思いますので、今回のパブリックコメントの結果

については、まず公民館として検討する余地を残してくれたというふう

に、いい意味では捉えています。 

國 分 委 員 長  そうですか。 

菅 沼 委 員   いや、よく言えばそうだけど、市としての方針というのは何もないん

だなと、ビジョンというのは。それで、あとはもう所属で検討しろ、検討

しろ、下の意見を待っていますと。それじゃ、いわゆる企画政策課という

か、市としての中枢というのは要らないなと、そういうふうに思いまし

たという、こんなことを議事録に書いていいのかどうか分かりませんけ



 15  

どね。 

國 分 委 員 長  いざとなると押さえてくるとか、そういうことはないですか。いろい

ろ、いざとなるとそれはできないとか言ってくるとか、そういうことは

ないですか。 

小野公民館長  当然、今後の協議もあると思いますので、中長期計画に基づいて、

私たちが企画に要求をしていっても、それが必ずしも通るとはここの

段階では約束はできないんですけれども、意見のほうはきちんと出し

ていきますし、その実現に向けて、我々公民館の職員としては努力し

ていかなきゃいけないのかなとは思いますけれども。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。こういう意見があったことはちょっと言って

みたらどうでしょうか。 

小野公民館長  そうですね。 

國 分 委 員 長  お願いします。じゃ、いいですか、一応、報告事項は。 

 

２ 協議事項 

 （１）小金井市公民館中長期計画について。 

國 分 委 員 長  ちょっと時間足りるかどうか分からないんですが、協議事項の小金井

市公民館中長期計画について、入りたいと思います。 

 これは、菅沼さんから話をしていただく形でいいですかね。 

菅 沼 委 員   後で中川さんのほうからあるのかもしれないけど、公運審としての意

見を、送付資料（７）、これは前に４月１６日用に作って、皆さんに、そ

の後、お送りをしましたんで御覧になっていると思いますが、というこ

とで、できるだけ話は簡潔にしたいと思うんですが、基本的に１、２はそ

のままです。見てもらうのが、市の行政財政改革プランというのが参考

資料１にあります。３ページです。３ページを見てください。参考資料１

の行財政改革プランの中で、公民館の有料化というのは、平成２２年に

検討して、２７年に検証しましょうと、こういういうことで、内容は、財

政効果は特に求めません、職員の削減も求めていませんと。何をするか

というのは、ちょっと口頭で言いました受益者負担の適正化を図るため

に公民館の有料化を検討すると、それがテーマなんです。 

 結局、この第３次行財政改革では何も検討は結果的にはできなかった

んで、行財政改革プラン２０２０ということで、今、その中に公民館の有

料化というのが上から５つ目の⑤にあります。受益者負担ということで

考えてくれということで、スケジュールが平成２９年から令和２年まで

に審議会で検討して準備をしてくれと。こういうのが市の要求です。こ

れに対して、有料化をこの公運審としてどう考えるかというのがこれか

らの資料です。 

 それで、１ページに戻っていただきますけども、最後に表があります。

これを別途、破いて横に置いてください。それのほうが分かりやすいか

と思います。それで、一応、そういうことを検討する意味で、今の表の中

で１番から５番までの案をつくりましたと。それで、１番はどんな案か

というのは、１ページ目に戻りまして、従来どおりの無料とする案です。 
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 その根拠は４ページ目。４ページ目に、なぜ無料にするかというのは、

公民館という施設がどういう位置づけかというのを書いてございますが

４ページの一番初めに日本国憲法で基本的人権というのをうたっていま

すと。それが１１条です。それから、２６条に、その基本的人権の中に教

育を受ける権利というのをきちんとうたってあります。そういう教育を

受ける権利を受けて、教育基本法で教育の機会均等というのが第４条に

あります。ここの中では、人種、心情、性別、社会的身分、経済的地位ま

たは門地によって教育上差別されないということで、経済的な差別はい

けませんと、こう書いてあるんですね。それから、あとは、教育を受ける

設備として、社会教育の設備として公民館というのを各地方公共団体は

造りなさいということで造られたのが公民館です。こういうことを達成

するための公民館だということを頭に入れて、その公民館は社会教育法

の２０条でこういうようなことをやりますということを書いています。 

 それで、５ページ目に、あと、補足に公民館の役割として小金井市の公

民館基本方針があります。これで見ると、誰もが気軽に立ち寄り、共に学

び、共に触れ合う市民交流を進める云々と書いてございまして、誰もが

利用できる、誰もが学べる社会施設だと、こういうことが前提になって

います。 

 それから、その下に書いているのが公民館の思想として、公民館とい

うのは公立の学校ですよと、誰でも受けられる、学べる学校だと。もう一

つは、地域課題や個人の成長の解決を図るための学びをやるところでも

ありますと。こういうようなことで、公民館というのは非常に公共性の

あるものだというのを認識していただければいいかと思います。 

 ということで、１ページに戻っていただきまして、今、言ったことのま

とめですが、憲法で規定している基本的人権の１つである国民が等しい

教育を受ける権利を有すると。経済的な理由で教育の機会を失わないよ

うにようにすると。それから、それを推し進めるために公民館というの

がありますよと。従来、こういう考えで公民館は無料にしてきましたと。

それから、同じ社会教育設備で図書館は無料ですと。 

 こういうことで、基本的に受益者負担という考えは、今までの公民館

の設置の歴史からいくと、公民館活動には当てはまりません。そぐわな

いものだというのが第１案の考え方です。 

 それで、第２案から第４案は、そうはいっても公民館で本当に金を取

ってはいけない、取れないだろうかということを考えたときに、２、３、

４という案がありますと。５は、基本的にそういう受益者負担とか市の

財政確保の観点から有料にすると、こういう案が、一応、考えられるんじ

ゃないかと。 

 １番は、今、言いましたように、今と同じように社会教育実践の場とし

ての公民館での活動は無料だと。基本はこの案でいったらどうですかと。

２番、３番の違いは、２番の中の①は公民館主催事業、行政使用、教育委

員会が認めたもの、これが①、②です。④に、公民館利用団体登録済みの

活動というのがあります。それで、６ページをちょっと横で見てもらい
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たいんですが、６ページに、１に社会教育団体、それから２に公民館利用

団体登録資格、その２つを書いてございまして、その場合には、２番はこ

の公民館利用団体登録済みの団体、公民館の活動で登録しているのがこ

れだけありますということで、この範囲のものは無料にしたらどうかと。 

 あと、６ページの下に公民館利用率と書いていますが、公民館の利用

率は平均で６２.２％なんです。ということは、その後の時間はまだ余裕

があるということで、今はそれを有料で使うとか、そういうことは規定

がありません。ですから、いわゆるこの無料のところはそのままにし、あ

と余った時間については有効活用を図るために有料にしたらどうかと。

その範囲としては、他市の団体が使うところとか、個人的なグループ活

動とか、不定期の団体とか、こういうものについての規定をつくって、こ

の利用率が余っているところは有料にしたらどうかというような形で、

この利用率が余っているところを利用する人は、自分たちの受益者です

から、当然、金を取ると、そういう形にしたらどうかと。 

 ３番は、公民館利用団体が１,６８９団体の中に、３番の中で、社会教

育団体でくくったらどうかと。社会教育団体というのは１００ぐらいし

かないということで、これをやりますと非常に無料の範囲が減ります。

３番の社会教育団体というのは、２番の公民館利用団体に含まれる、の

一部です。２番でいくと１,６８９の団体が無料になるんですが、３番で

いくと１００の団体しか無料にならないと。これはちょっと厳しすぎる

なということで、基本的には無料、譲ってもこの２番ぐらいの案がいい

のかなと。 

 それから、もう一つは、５番に受益者負担というのがありますが、こう

いうこと、考え方からということであるんですが、基本的に社会教育施

設に受益者負担という考え方は問題であろうと。公民館の活動というの

は誰でもが参加して、誰でもが教育を受ける権利があって、その結果を

社会、市に返しているわけですから、地元還元しているわけですから、そ

ういう活動というのは受益者負担には当てはまらないと。そういう理屈

をつけました。 

 あと、案１、２、３、４、５で、現状の加盟市がどうなっているかとい

うのは、現状無料は、国立、西東京、福生、小金井、２番の条件つきは昭

島、小平、日野、東大和で、条件つきですが取っていますが、大した金で

はありません。それで、あと、３、４というのはちょっと現実的じゃない

んで書いてございませんが、国分寺は市外の団体だけは有料にしていま

す。あとは、町田、狛江は、基本的にはほとんどの事業は有料ということ

で、公民館の事業については減額をするというような形で金を取ってい

ます。約１,０００万近くの金を取っていると。 

 こんな形で、まとめますと、私の意見は１番、または譲って２番までか

なと、そんな感覚でまとめました。あとは皆さんの意見をお願いいたし

ます。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。今の分かりました？資料の見方とか。端的に

言うと、案１番か２番というのが、一応、菅沼さんの御提案です。 
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 ちょっと私、言ってもいいですか。前回、新井委員がちょっと触れて

いただいたんですけど、有料化している市の関係とかで、生涯学習セン

ターとかコミュニティセンターは有料化というのがあったと思うんです

が、それの設立趣旨と公民館とは異なるということを押さえておられた

ので、その辺からやっぱり、菅沼さんの、今、御提案いただいた１番、

理念を大事にする１番の考え方が本来だと思うんですが、やっぱり行財

政改革からの意見とかそういうのもあって、受益者負担を検討するとい

う形になっているとは思うんですが、それからして、やっぱり１番か２

番の考えがよいと思うんですけど、何か。 

菅 沼 委 員   中川さんの資料いい？ 

國 分 委 員 長  中川さん、これからですよね。公運審としては、だから、この形の。 

菅 沼 委 員   皆さんの意見をちょっとお聞きしたほうがいいから、私はそういう意

見ですよという。 

國 分 委 員 長  要約すると、基本理念に基づいていけば１番の案なんだけど、やっぱ

り有効活用もまだ３０％強ですか、公民館、利用されていないから、そ

こは有料化もあると。 

渡邉副委員長  前に聞いた話ですと、無料ですと、必要以上に予約して無断キャンセ

ルすることがあるって聞いたんですね。本来であれば、別な方が使える

可能性があった場所を押さえてしまったということで、その数はちょっ

と分からなかったんですけど、そういう数というのは年間どのくらいご

ざいますか。 

中川庶務係長  庶務係長です。基本的には、本当に使用の数時間前でもお電話いただ

いてキャンセルしますって言っていただければ無断キャンセルに当た

らないというふうにみなしておりまして、ごくたまに、部屋を取ってい

るんだけど誰も来ないし連絡もないで終わっちゃったねという団体さ

んはあります。ただ、ちょっと申し訳ない。それが年に何件あったかと

いうところまでは把握できていないんですが、感覚で言うと、１か月に

一度あるかないかかくらいと。お電話をいただくというのは、結構、皆

さん、御協力いただいているのかなとは思います。 

 あとは、やっぱり皆さん、実際の活動時間より長めに取られるところ

があるなと。９時から取っておいて、いらっしゃるのは１０時ぐらいか

らで、１３時まで取っていらっしゃるけどお昼の１２時前には帰られち

ゃって、前後１時間は空いているねとか、そういった使い方はよくされ

ていらっしゃるのかなという感覚は持っております。 

渡邉副委員長  そうすると、本当に利用したい人が利用できなくなってしまうという

ことがありますよね。だから、その辺のことをある程度きちんと利用者

に言っておかないと、キャンセルは無料だからありだという人も中には

必ずいると思うんですよね。その辺のことをあらかじめちゃんとしてお

いて、ちゃんとした利用者がちゃんと利用できるというような体制をつ

くったほうがいいかと思います。 

中川庶務係長  庶務係長です。今、公共施設予約システムというオンラインでの予約

のシステムを使って予約していただいているんですけれども、同じシス
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テムでスポーツ施設が予約できるんですね。スポーツ施設のほうは、無

断キャンセルに対してペナルティを設けているんです。なので、そうい

った無断キャンセル何回でしばらく利用停止とか、そういったことも可

能なのかなと、検討したいところではあります。今のところ、公民館は

何もペナルティなしです。 

菅 沼 委 員   利用者のほうの立場から言うと、予約して使わなかった場合には公民

館からものすごい電話が来ますよ。事前にちゃんと連絡しろと。そうい

うフォローまでやっているから無断キャンセルの数は減っていますよ。

この話は全体の今の話の中とちょっと違う話だと思うんです。 

國 分 委 員 長  あちこち話を広げると進まないので、本市の考え方としてどういう方

向にしますかという、一応、菅沼さんの案が出ましたけど、ほかにあり

ますか。 

杉 山 委 員   杉山です。やっぱり公民館ができた設立意義とか、今まで行ってきた

活動、それから市民活動における公民館の果たしてきた役割を鑑みます

と、私は無料で、この小金井の宝を守るべきではないかなと思っており

ます。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。ほかにありますか。 

雨 宮 委 員  雨宮ですけど、私は、料金を徴収すると、事務の方が煩雑になるんじ

ゃないかと思います。お金を徴収するために職員自体が四苦八苦しちゃ

うんじゃないかなと、そういう考えがあります。市民に対しても、お金

を取るということは私はしたくないです。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。具体的には、中川さんもおっしゃっているか

と思うんですが、今、使われている団体は無料で、それ以外の他市とか、

あと、どこか企業がちょっと場所を会議室に貸してほしいといったよう

なもので、割とはっきりする感じなんですよね。しかも、３５％ぐらい

まだ使われていない部分があるので、利用率、だから、そこは考えても

いいんじゃないかなというのが２番だと思うんですけど、その辺も踏ま

えて、また行革の動きも多少勘案してというか、それで２番あたり、い

かがですかというところなんですけど。 

菅 沼 委 員   基本的に、公民館活動については受益者負担というのはそぐわない

と。基本的に今までの理念でいきますと。それで、あとは有効利用するか

どうかというのがあると。それでいいんじゃないかな。 

國 分 委 員 長  増山さん、すみません。 

増 山 委 員   私も、今、お話のあったように、基本的にやっぱり公民館は無料であ

ったほうがいいというのは賛成です。特に２月に参加させていただいた

公民館の大会の際にも、場がないことと費用の問題で活動が続けにくい

とおっしゃっているサークルのお話を伺って、それ、ちょうど町田市だ

ったんです。やっぱりそういうあたりに影響が実際出てくるということ

はあり得るんだなって一つ実感としてあったんです。 

 ただ一方で、現状は、例えば２番の例で言うと、ここに挙がっている１

から４までの団体しか使用ができないですよね。登録しなくても使えま

すか。 
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中川庶務係長  公民館は公民館使用団体として御登録いただいた団体さんにお貸し

しておりますが、皆さんの予約が終わった時点、オンラインの抽選が終

わった時点で空いている場所に限り、１件利用と申しまして、登録団体

じゃない団体さんが空いているから使わせてほしいと申し出てこられ

たときにはお貸しすることがあります。 

増 山 委 員   そうなんですね。すみません、その点を把握していなくて、これは個

人的に、ちょっと分かっていなかったせいなんですけれど、登録してい

ない団体で公民館のお部屋を使えないかといったときに、登録していな

いからできないというので、一つハードルになったことがあったので、

もし逆にあくまでも優先になるこの１から４までの団体さんは無料、こ

の方針は全く変えないけれど、それ以外の、実際、空いている時間がある

ので、そこに関しては有料でも、ほかの集会室のような形で少し開かれ

ると、それはそれで一つ市民の活動に機会を提供することにもなるのか

なという印象はあります。 

國 分 委 員 長  そういう形なんですね。その場で登録というのはできないんですか。 

中川庶務係長  もし公民館登録団体になりたいですっておっしゃられることがあれ

ば、その場で登録もできます。 

菅 沼 委 員   基本的に公民館を使うには、公民館利用団体登録をしなきゃ駄目なん

です、一般市民が使うには。だから、それは利用団体登録というのはすご

く緩い、私が言っちゃ悪いが、大体、登録すれば通るんです。 

國 分 委 員 長  社会教育団体が１００ぐらいで、公民館のほうは１,６７８だから、大

体できるということだと思って。昔の何かでそういう不都合があったか

もしれません。今は大丈夫ということですので。 

 じゃ、大体、公運審としての方針は、一応、共通項として、本来は１

だけれども、２ぐらいまで許容するという方向で駄目なの？ 

杉 山 委 員   ごめんなさい。私はあくまでも原則案１でやりたいです。 

國 分 委 員 長  原則案１ですよ。 

杉 山 委 員   いや、だけど案２は無理。 

國 分 委 員 長  だってほとんどオーケーじゃん。 

杉 山 委 員   いえ、なし崩しになると思うんですよ。公民館活動をしているという

ことを掲げるんだったら、原則無理だと思います。もしお金を取ってや

りたいんだったら、公民館活動じゃなくすればいいんです。 

國 分 委 員 長  公民館活動以外は有料なんでしょう、だって。 

杉 山 委 員   公民館でやる必要はないと思います。 

菅 沼 委 員   そういうことね。公民館という役割を考えるとね。 

國 分 委 員 長  じゃ、３５％の利用率のところは何も使わないで。 

杉 山 委 員   そうしたら、それはやっぱり公民館は無料で、公民館、市民活動で勉

強する場ですよっていうアピールに使うべきであって、空いているから、

ここ、お金取ってやろうよっていうんだったら、ほかに行けばいいんじ

ゃないかなと、私は、主婦感覚として思います。 

國 分 委 員 長  その辺はどうですか。行革のほうは無視する？ 

杉 山 委 員   無視というか、そこぐらいは。 
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菅 沼 委 員   公運審としては考え方を示せばいいんだから、そういう意見があれ

ば、私も案１が一番良いと思っています。皆さんがそれでいいというん

だったら。それで、余っているところはまだまだ公民館活動やったらい

いじゃないかと、もっとそれに使おうよと、そういうことで、今の活動

を、もっと公民館活動を盛大にするために使いましょうと、そういうこ

とであれば非常に建設的な意見で、そういう意見が出れば、私は案１は

大賛成ですけどね。 

國 分 委 員 長  特に、大体、案１と案２に集約されているというか、案２も猶予する

という人もいるということでどうですか。そういうまとめ方でいいの？

公運審としてはそういう形で提案しますということで。 

 あとは、行政のほうの考え方を説明してもらえばいいですか。時間も

なくなってきたんで。 

中川庶務係長  庶務係長です。菅沼さんの資料で、表で分かりやすく整理していただ

いておりますので、私の資料はパッと読んでいただけたらと思うんです

けれども、これまで第３３期公運審に諮問させていただいた内容の中

に、受益者負担について、１回、答申を求めているんです。その中で、

「いわゆる案２番に該当するようなところまでなら」というような答申

をいただいているところだと思います。その答申を踏まえまして、かつ

ちょっと現状を整理したのが２ページ目になりまして、数字とグラフを

上げさせていただいているんですけれども、２ページ目の白いポツポツ

の部分です。ここが、今、使われないで残っている部分です。施設は１

００％まで使ってしまうとほとんど予約が取れない施設みたいな感じ

になってしまうので、３０％程度は空いているほうが予約は取れるかな

という感覚になると一般的に言われていると聞いております。ただ、若

干余裕がある。ここの部分について、使いたい市民の団体さんがあれば、

公民館利用団体でなくてもお金を払えば使えるというのが案２番の提

案かなと考えております。 

 公民館といたしまして、これまでの答申ですとか、いろいろ考えまし

て、市としては、行財政改革が求める受益者負担を全く無視することは

できないと考えております。特に、先ほど予算をお見せいたしましたけ

れども、委託料の次にお金がかかっているのが施設の修繕料なんです。

皆さん、御存じのとおり、非常に施設が古くて、もういつもどこかが壊

れて、感覚としては３週間に一度はどこかが壊れるんです。これをずっ

と何とか使おうと思えば、かなりの修繕費が毎年かかってきていると。

それを賄えるほどお金を取るということは市としては考えてはいない

んですが、少しだけお支払いいただけたらなというのが受益者負担の考

え方になります。 

 答申を踏まえて考えますと、基本的に施設の有料化ということを導入

したい。同時に、１番、私のほうの資料の３番の、３ページです。公民

館主催事業、行政使用、市民協働事業団体で市の補助を受けている団体、

これ、分かりにくいんですけど社会福祉協議会などを指します。それか

ら、社会教育関係団体。これは杉山さんのところも、國分さんのところ
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も、菅沼さんのところも、みんな、これになっていらっしゃると思うん

ですけれども、史談会さんとかもそうですよね。結構、公運審の皆様の

団体はほぼ社会教育関係団体に登録されていると思うんですが、それか

ら公民館使用団体。ここの１番から５番は減免の対象としたいと。これ

以外の使い方、要するに空いているんだったらちょっと集会を開かせて

ほしいとかです。 

 これまでの例であるのが、マンションの理事会、総会をちょっとやり

たいとか、あるいはＰＴＡ関係で少しだけ集まりたいとか、保育園の謝

恩会的なことを１回だけやりたいとか、そういった申出が多かったよう

に思っております。そういった利用の部分について、あとはたまになん

ですけど、本当に他市さん、他市の団体さんから使いたいというような

お問合せを受けることもありますが、その部分については、施設の使用

料ということで少し御負担いただけませんかという考えを導入したい

と思っております。 

 公民館としては案２をこれから検討したい。菅沼さん案で言うところ

の案２を検討したいというふうに考えているところです。 

 最後は、どうやって金額を決めるのということなんですが、これは市

で金額の算定基準をきちんと設けておりますので、ここにある式に従っ

て算出された金額を根拠に、あとは既に有料化されている集会施設等の

整合性も兼ね合わせながら金額を決めることになるのかなというふう

には考えているところです。 

菅 沼 委 員   私の意見ですが、基本的には、公運審としては案１番の公民館という

のは無料だという考え方で基本的にはいきます。杉山さん、増山さん、雨

宮さんの意見も参考にして下さい。 

國 分 委 員 長  個別見解？ 

菅 沼 委 員   あとの部分、行政のほうでこういうことを付け加えてくれという要請

があったんで、それについてはまた検討したらいいと思うんですが、も

う一つ、今、気になったのは、こういう事業は減免と書いてあるけれど

も、そうじゃないんです。こういう事業は無料なんです。それ以外が有料

のものがあるということで、減免ではないんですよ、公民館でやってい

るものは。減免という言葉は使わないでほしい。 

國 分 委 員 長  どこに減免ってある？ 

菅 沼 委 員   ３ページの一番上、四角の中に減免対象とする事業、団体と書いてあ

るでしょう。これはおかしいんであって、公民館でやる事業は無料なん

です。それ以外が有料があるという形です。だから、減免という言葉はお

かしい。それは使わないでほしいと思います。 

國 分 委 員 長  だから例外ですよね、あれは、要するに。 

菅 沼 委 員   減免というのは、有料があって、その中でこれは無料にしてあげる、

除いて無料にしますという感覚。そうじゃない。基本的に公民館の活動

は無料なんです。 

國 分 委 員 長  言い方は、行政のほうでどうするのかは分からないですけど。 

菅 沼 委 員   従来の公民館活動というのは減免じゃなくて無料です。あとは、どう
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しても有料の部分を、余ったところを有料で使いたいというんだったら、

それを付加するのは構わないけど、そういう考え方ですよ、基本は。それ

を間違えちゃ困る。 

國 分 委 員 長  そういう方向だったら別によくないですか、杉山さん。 

杉 山 委 員   私が全責任を持つわけではないですけれども。 

國 分 委 員 長  いやいや、考え方はそれで合っていると思うんだけど、やっぱりそれ

を言って、じゃ、何で１００％使わないのって言われたら、それだけ活

動を大してしていないのに何なのっていう。 

杉 山 委 員   空いていれば使いたいなという要望に応えられるというのは確かに

そうだなとは思うんですが、私が今まで、白髪になるまで生きてきた中

で、なし崩し的に、外堀を埋められる事業をいっぱい見てきたような気

がするものですから。少なくとも公運審の中では原理原則を打ち立てた

ほうがいいのではないかと思うだけの話なんです。 

 それから、さっきの減免というのも変な話で、やっぱり公民館の活動

は無料のはずなんです。無料だけれども、諸般の大人の事情でお金を取

るのだったら、こういう場合がありますという形になるのかもしれませ

んけれども、原則無料で、いつでもみんなが勉強できる場所を提供とい

うか、そこにあるという、死守してあるということが大事な、少なくとも

公民館と公運審はそれを守るべきものではないかなと思っただけの話な

んです。 

菅 沼 委 員   杉山さんの意見に大賛成です。それでまとめましょう。そういう考え

です。 

國 分 委 員 長  雨宮さんもそうですね。異論がありましたらどうぞ。 

渡邉副委員長  ただ、市全体を考えると、当然、財政的に大変なわけですよね。公民

館だけがそういう対応でよろしいのですか。 

國 分 委 員 長  そうそう、それはおかしいよね。 

渡邉副委員長  建物でも何でも、借りているかどうかは別にして、市のものですよね。

修繕とか、そういう予算がなくなって、要するにぼろぼろの中でやって

いる。このことも考えなくちゃいけないと。 

杉 山 委 員   これは本当に難しい発言ですけれども。 

渡邉副委員長  でも、実際はそうです。そういう視野で見ないと、目先の損得だけで

考えていると行き詰まってしまいますよ。 

杉 山 委 員   確かにそうなんです。たくさんのお金を払って、時間貸ししてもらえ

るところは確かにあるので。 

渡邉副委員長  杉山さんのところの団体から取るということじゃなくて、空いている

時間でお金を払っても使いたいというところがあれば取ることも視野

に入れたらどうかという話です。 

杉 山 委 員   そうですね。 

國 分 委 員 長  では両方勘案して。まあ使用料って１時間１００円位でしょう？だか

ら修繕費もなにも賄えないとは思うんですが。一応まとめますと、公運

審の考え方としては、やはり理念を大事にしていきましょう、無料でい

きましょう、ということでいいですか？賦課する部分は行政とすり合わ
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せ、そこも残していくという形でよろしいですかね 

（「異議なし」の声あり） 

國 分 委 員 長  じゃ、よろしくお願いします。一旦、これでいいですか。協議事項は。

次回に続ける必要もないです？ 

小野公民館長  公民館としての考え方はお示ししなきゃいけないかなと思っている

ので、どこかで時間をつくっていただいて、また協議をさせていただけ

れば。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。では、一応、３の審議事項は終わりました。 

 

３ 審議事項 

 （１）公民館事業の計画について 

國 分 委 員 長  ３の審議事項、公民館事業の計画について、お願いいたします。 

大久保事業係長  事業係長です。それでは、お手元の送付資料（４）公民館事業の計画

を御説明させていただきます。 

 今回、ちょっと作りがイレギュラーなものとなってございます。３月、

４月、５月と公運審の会議が中止となった関係で、このような形をとら

せていただきました。例年、この時期、春先にスタートしている講座、

事業が結果として中止になりました、延期となりましたというような形

で御覧いただければというふうに考えてございます。 

 本館５件、貫井南分館３件、東分館３件、緑分館４件、貫井北分館４

件、全５館から合計１９件の事業を提出しております。１点、訂正がご

ざいます。本館子どもの人権講座、定員４０人と書いてございますが、

定員の半分で実施しておりますので、定員２０人に修正していただきた

いと思います。おわびして訂正させていただきます。既に、今、申し上

げました子どもの人権講座と、それから本館の成人学校、菜園教室、こ

れは公民館再開後、スタートしております。 

 それから、併せて、先般、市民が作る自主講座の承認の手続、御協力

いただきまして大変ありがとうございました。その中で、予算枠、まだ

十分空きがあるから、再度、募集したらどうかという御意見をいただき

ました。担当と協議した結果、今年度につきましては、まだコロナの状

況も完全に収束したわけではなく、また第２波、第３波に備えなければ

ならないというようなことも言われている状況の中で、再度、募集はち

ょっと慎重にならざるを得ないと考えており、見合せをさせていただき

たいと思います。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。何かありますか。 

菅 沼 委 員   その件について、今後のコロナウイルスの状況を見るまで、今回はや

めたほうがいいと思います。 

國 分 委 員 長  そうですね、やりにくいですね。 

菅 沼 委 員   事業の計画の内容についてでいいですか。基本的にいろいろ、今回、

全部、停止になっちゃって後送りにしているんだけども、例えば市民ア

カデミーみたいに前半と後半で２回あって、それぞれ６０人ずつなんで

すね。その前半が全部中止になっちゃったと。後半にいくと物すごい数
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の人が出るんですね。そういうのを、いわゆる今回、中止になった、ある

いは延期にした講座を、どういう形で再開のときにはやっていくんだと、

こんな工夫をして、これだけの人を集めてやれるようにしましたとか、

その辺の考え方を次回以降の計画のときに出してもらいたいです。ただ

やめましたで、あとは従来どおりですじゃ、ちょっと能がないんじゃな

いのと。もっといろいろ工夫してやれるものはやってくれと。 

國 分 委 員 長  どうですか。それを検討いただく。 

大久保事業係長  検討させていただきます。 

國 分 委 員 長  よろしくお願いします。すぐにはいろいろ難しいことかと思いますけ

れど。 

 

４ その他について 

國 分 委 員 長  そのほかありますか。 

菅 沼 委 員   １点だけいいですか。あまり言いたくないことなんだけど、一番初め

に人事異動の紹介がありましたけど、中長期計画でも、職員の育成はど

うやっていくんだというのが１つのテーマになっています。これだけ職

員をころころ変えられたんじゃたまらないと、はっきり言えばそういう

意見です。ですから、やはり市としてどういう考えでこういう人事異動、

人事政策、あるいは公民館職員はどういうふうに育てていこうかとか、

そういう認識について市の考え方を聞くことはできませんか。公運審で

公民館職員を育成することを１つのテーマで検討するということは大事

だと思うんですけど。どうせ、そういうことを出さないと、行政からは何

も出てこないんじゃ、我々、出しますけど、やっぱりあまりにもひどすぎ

るんじゃないかと。責任のある立場の方が一度説明をしていただきたい

と、そういう要望です。 

國 分 委 員 長  昨年度は緑分館長がすごくやる気で、この間も答弁されていたのに残

念ですね。 

渡邉副委員長  人事っていうのは市長が決めるんじゃないですか。 

國 分 委 員 長  市長じゃないです。 

菅 沼 委 員  最終は市長でしょうね。 

國 分 委 員 長  最終はね。 

渡邉副委員長  市長に聞いてみたらいいじゃないですか。 

國 分 委 員 長  誰に聞けるんですか、私たち？ 

小野公民館長  答えにくいですけど。最終的な判断は市長ですから。 

國 分 委 員 長  最終的はそうでしょうね。 

渡邉副委員長  そのまま市長に聞けばいいのでは。 

國 分 委 員 長  人事担当の人というのはしょっちゅう変わっているわけ？ 

小野公民館長  職員課が人材育成計画を持っていて、それに基づいて、それぞれ配置

された職員はいろいろな研修に出たりとかして自己研さんに努めなさ

いという形になっていますし、上司も、こういう研修に行きたいんだっ

たら積極的に、駄目と言わないでどんどん研修に行きなさいというよう

にしなさいという、そういう計画はあります。 
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 それに基づいて、我々公民館職員に関しましても、公民館という仕事

を行っていくに当たっての自己研さんには各自が努めなきゃいけない

というところはありますので、毎年のように、今回は人事異動がありま

したけれども、人事異動があったからといって、そこでその事業がスト

ップするということはなく、今まで行ってきたものを継続しつつ、新た

な考え方もどんどんプラスしていって、公民館事業をどんどん守り立て

ていかなきゃいけないというのが、我々職員一人一人に課せられた義務

ですので、その辺はきちっと認識をしているということでお答えをさせ

ていただきたい。 

國 分 委 員 長  じゃ、よろしくお願いいたします。 

嵯 峨 山 委 員  これからスケジュールで、例えばセンター祭りとか、あるいは研修な

んかでも、いろいろ関東甲信、大会がありますよね。それから、科学の

祭典、この辺りは、今後、８月、９月の時期になって。 

小野公民館長  今後のコロナの感染の拡大の状況にもよると思いますけれども、大き

な建物を借りて何か大会を行うということ自体がそもそもどうなのと

いう意見もありますので、それぞれの主催している団体さんがあります

けども、そういうところからの通知がありましたら、きちっと皆様方の

ほうにはお知らせをさせていただきたいと思いますし、我々小金井市の

事業に関しましても同じです。今後の状況によって、もしかすると中止

しなきゃいけない、もしくは規模を縮小しなきゃいけない、もしくはそ

の事業の内容を若干手直しをしなきゃいけないというところは出てく

ると思いますので、その辺は我々のほうで検討させていただくのと同時

に、皆様方のほうの意見も伺いながら進めていかなきゃいけないのかな

と。 

大久保事業係長  事業係長です。補足でよろしいでしょうか。今、センター祭りどうな

のという話がありましたけども、当日配付資料（１）の裏面、令和２年

４、５、６月の計画変更ということで、各館のお祭りは延期になりまし

たよ、中止になりましたよということ、今現在の資料としてはお示しし

てございます。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。じゃ、随時御連絡いただくという形なんです

ね。三者懇談会とかそういうのも？ 

中川庶務係長  すみません、昨年度まで菅沼委員に御出席いただいていた、都公連企

画委員会、大久保と私と、北センターから伊藤さんが一緒に出席してま

いりました。次回の東京都研究大会、コロナでいつもどおり開催できな

い危険は高いけれども、いろいろな方法を使って開催をしたいというこ

とで委員で話し合いまして、オンライン開催ということも考えて、何と

か開催しようということで、これからの作業を進めるということになり

ました。 

 あと、担当部署じゃないんですけれども、先ほど渡邉さんもちょっと

おっしゃられていたと思うんですけれども、科学の祭典は、７月１５日

に会合を開かれまして、中止か中止しないかを決められるということな

ので、今の時点ではどっちとも決まっていないということです。決まり
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次第、皆様にお伝えしたいと思います。 

 あと、最後に三者合同懇談会。本来ならば５月に開催したかったんで

すが、コロナの真っ最中だったので、今年は三者合同懇談会については

中止としました。１１月ぐらいに予定している三者合同会議は、状況を

見ながら開催したいなというふうに思っております。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。 

大久保事業係長  申し訳ありません。令和元年度事業のまとめ、こういった冊子、公運

審の皆様にお配りしているものなんですが、今現在、大至急やっており

ます。もうしばらくお待ちください。 

 それから、市報等でも御覧になったかと思うんですけども、企画実行

委員の改選がございます。６月１６日火曜日の午後２時から改選の調整

会を行いまして、２４人の方、名簿登載をさせていただきました。教育

委員会に諮りまして、委嘱の手続を進めさせていただきます。 

 なお、貫井北分館で１人、緑分館で５人、合計６人の欠員が生じてお

りますので、再度、公募をかける予定でございます。委員の皆様も、適

任だと思われる方がいらっしゃったら、ぜひ応募してみたらというふう

にお声がけのほう、御協力よろしくお願いしたいと思います。 

國 分 委 員 長  ありがとうございます。 

大久保事業係長  最長で３期までしかできませんので、抜けた方の新しい公募の方がそ

こまで補充できなかったという考え方です。 

國 分 委 員 長  ちょっと大分時間を超過してしまいました。申し訳ございません。 

 以上で会議を終わらせていただきます。御協力ありがとうございまし

た。 

―― 了 ―― 

 

 


